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二
の
一

内
閣
文
庫
所
蔵
に
な
る
林
家
本
の
漢
籍
の
中
に
王
豐
肅
、
す
な
わ
ち

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
十
誡
解
略
』
一
巻
（『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分

類
目
錄
』、
三
一
四
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教

要
解
略
』
中
の
「
天
主
十
誡
」
の
部
分
と
そ
の
後
の
「
天
主
十
誡
解
略
」

の
部
分
を
取
り
出
し
て
、
新
た
に
『
天
學
十
誡
解
略
』
と
い
う
題
名
を
つ

け
て
一
冊
の
書
と
し
て
世
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
の
同
目

録
に
は
、「
明
天
啓
四
序
刊
（
欽
一
堂
）」（
同
頁
）
と
あ
る
。

同
書
に
は
『
天
主
聖
像
略
説
』
と
い
う
文
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
作
者

の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
天
主
十
誡
解
略
』
の
後
ろ
に
置
か
れ
た
文

章
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
文
章
は
内
容
的
に
十
戒
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
十
戒
が
明
末
中
国
の
思
想
世
界
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。『
天
主
十
誡
解
略
』の
部
分
が
十
四
葉
で
あ
り
、

他
方
『
天
主
聖
像
略
説
』
の
部
分
は
七
葉
で
あ
る
。
分
量
的
に
も
正
編
、

補
編
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

N
icolas Standaert 

編『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（H

andbook 

of C
hristianity in C

hina

）第
一
巻「
六
三
五
年
〜
一
八
〇
〇
年
」（Volum

e 

O
ne:635-1800

）（B
rill,2001

）
に
は‘“ Tianzhu shengxiang lüeshuo’

天

主
聖
像
略
説
（c.q. Zaow

uzhu chuixiang lüeshuo　

造
物
主
垂
象
略

説,1615,attributed to X
u G

uangqi

）”

（
六
一
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
『
天
主
聖
像
略
説
』
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
等
し
く
―
同

書
の
版
本
は
題
名
を
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
す
る
も
の
の
ほ
う
が
多
い

よ
う
に
見
え
る
。以
下
で
は
可
能
な
限
り
こ
れ
ら
の
版
本
を
総
称
し
て『
造

物
主
垂
象
略
説
』
と
し
、
内
閣
文
庫
本
に
つ
い
て
は
『
天
主
聖
像
略
説
』

と
い
う
語
を
用
い
た
い
―
、一
六
一
五
年
（
万
暦
四
十
五
年
）
に
書
か
れ
、

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
十
八
）

主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
訳
者
補
足　

続
の
六
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ　
述

葛　

谷　
　
　
　

登　
訳
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作
者
は
徐
光
啓
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
こ
れ
に
は
異
な
る
見
解
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
徐
宗

澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
中
の
『
天
主
聖
像
略
説
』
の
項
に
は

「
耶
穌
会
士
羅
如
望
謹
述
。」（
巻
三
「
真
教
弁
護
類
」）（
上
海
世
紀
出
版

集
団
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

作
者
は
イ
エ
ズ
ス
会
士Joannes de R

ocha

（
巻
九
「
訳
著
者
伝
略
」）

（
二
七
一
頁
）
で
あ
る
と
さ
れ
、ま
た
「
此
書
刻
于
一
六
〇
九
年
、」（
巻
三
）

（
一
三
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、出
版
年
は
一
六
〇
九
年
（
万
暦
三
十
七
年
）

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
に
徐
宗
澤
が
徐
家
滙
蔵
書
楼
で
書
い
た
同
書
の
「
凡
例
」

の
「
六
、」
に
は
「
訳
著
者
之
行
実
当
為
読
者
所
欲
知
、
故
従
費
頼
之
司

0

0

0

0

0

鐸
所
著
之

0

0

0

0“Pfi ster,N
otices biographiques et bibliographiques fur les 

jésuites etc”

書
中
摘
編
各
訳
著
者
之
伝
略

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」
と
あ
る
（
傍
点
、
訳
者
注
。

特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
以
下
同
じ
）。
つ
ま
り
、
徐
宗
澤
の
『
明
清
間

耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
の
巻
九
「
訳
著
者
伝
略
」
は
「
費
頼
之
」、
す
な

わ
ち
フ
ィ
ス
テ
ルPfi ster

の
『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス

会
士
列
伝
及
び
書
目
』（N

otices biographiques et 

bibliographiques sur les Jésuites de I’ ancienne m
ission de C

hine 

1552-1777, tom
e I, II, 1932, 1934, Variétés Sinologiques no.59, 60

）

に
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
シ
ャR

ocha

―
フ
ィ
ス
テ
ル
の
書
に
は‘Jean de R

ocha’

（
第
一

巻
、
六
十
七
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
日
本
基
督
教
団
出
版
局
『
キ
リ
ス
ト
教

人
名
辞
典
』に
は‘R

ocha, Joâo de’

（
一
八
七
九
頁
）と
あ
る
が
、前
掲『
中

国
キ
リ
ス
ト
教
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
は‘Joâo da Rocha’

（
二
五
一
頁
等
）

と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
オ
ブ
レ
ー
ト
会
士
シ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ウ
ド

神
父
様
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、「
昔
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、
ス
ペ
イ
ン
語

と
も
っ
と
近
い
も
の
で
し
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
…
文
法
的
にda

が
正
し
い
で
す
。
発
音
も「
ダ
・
ロ
ー
シ
ャ
」

に
な
り
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
後
者
の
綴
字
に
従
っ
た
。

記
し
て
感
謝
す
―
は
『
明
清
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』
で
は

十
八
番
め
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
巻
の
六
十
七
頁
か
ら
六
十
九
頁
ま

で
が
彼
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
つ
い
て
は

彼
の
著
作
の
二
番
め
と
し
て
第
一
巻
の
六
十
九
頁
に
次
の
よ
う
な
解
説
が

書
か
れ
て
い
る
。

2.　

天

主

聖

略

說T’ien-tchou cheng siang lio-

chouo,“Explication abrégée des saintes im
ages du M

aître du 

C
iel”, 1 vol., 1609. Elle se trouve indiquée dans le catalogue des 

m
anuscrits chinois de B

erlin par K
laproth,t. II, p.54.　

C’est 

I’ouvrage que M
achado signale par ces m

ots:　

“ Practica de 

rezar o Rosario em
 que explica as cino m

isterios dolorosos ;com
 

es im
agens da Paixao de Senhor”, M

anière pratique de réciter le 

R
osaire,avec les im

ages de la Passion.

（Som
m

ervogel, 

Bibliothèque, t. V
I, col. 1931.－

C
f. ci-dessus, p.65, n゜2.

）

こ
の
部
分
は
中
華
書
局
か
ら
出
さ
れ
て
い
る「
中
外
関
係
史
名
著
訳
叢
」

シ
リ
ー
ズ
中
の
馮
承

訳
『
在
華
耶
穌
会
士
列
伝
及
書
目
』
上
冊

（
一
九
九
五
年
）
の
七
十
三
頁
で
は
次
の
よ
う
に
抄
訳
さ
れ
て
い
る
。
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（
二
）《
天
主
聖
像
略
説
》
一
巻
、
一
六
〇
九
年
本
、
克
拉
普
羅
特

（K
laproth

）
撰
柏
林
漢
文
抄
本
書
録
巻
二
、五
四
頁
有
著
録
。（
索

黙
爾
沃
熱
爾
《
書
目
》、
巻
六
、一
九
三
一
欄
。）

ま
た
梅
乗
騏
、
梅
乗
駿
訳
『
明
清
間
在
華
耶
穌
会
士
列
伝
（
一
五
五
二

│
一
七
七
三
）』（
天
主
教
上
海
教
区
光
啓
社
、
一
九
九
七
年
）
の
八
十
二

頁
で
は
次
の
よ
う
に
抄
訳
さ
れ
て
い
る
。

二
、《
天
主
聖
像
略
説
》、
一
巻
、
刻
于
一
六
〇
九
年
。
在K

laproth, 

t. II, p.54, B
erlin, 

的
中
文
書
目
中
、
有
此
書
名
。
這
是
附
有
耶
穌

受
難
像
的
玫
瑰
経
解
説
。（Som

m
ervogel, B

ibliothèque, t. V
I, col. 

1931

）

フ
ラ
ン
ス
語
原
文
と
漢
訳
文
に
よ
れ
ば
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
一
巻

は
一
六
〇
九
年
（
万
暦
三
十
七
年
）
に
世
に
出
て
お
り
、K

laproth

編
に

な
る
ベ
ル
リ
ン
の
漢
籍
抄
本
│
原
文
の‘m

anuscrits’
は
「
手
稿
本
」
と

も
訳
す
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
│
目
録
の
第
二
巻
、
五
十
四
頁
に

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
ま
た
『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中

国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』
第
一
巻
六
十
五
頁
の
三
番
め
に
挙
げ

ら
れ
た
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
『
念
珠
黙
想
規
程
』
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
（
同
箇
書
に
は“

（C
f. ci-dessous, p. 69, n゜2.

）”

と
あ
る
）。
更
に

M
achado

は
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
実
践
の
中
の
苦
し
み
の
五
玄
義
を
主

の
受
難
の
像
を
用
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
同
書
を
示
し
て
い
る

（
六
十
九
頁
）
―
ブ
ラ
ジ
ル
在
住
の
オ
ブ
レ
ー
ト
会
士
ジ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ウ
ド

神
父
様
の
ご
教
示
に
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
追
い

か
け
て
み
た
。
記
し
て
感
謝
す
―
。

要
す
る
に
、『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及

び
書
目
』
の
原
文
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
主
の
受
難
の
像
を
手
助
け

に
し
て
「
ロ
ザ
リ
オ
十
五
玄
義
」（Q

uindecim
 M

ysteria R
osarii

）（
小

林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
四
年
、

三
八
七
頁
）
の
う
ち
の
「
苦
し
み
の
玄
義
」（D

olorosa m
ysteria

）（
同
書
、

同
頁
）
の
祈
り
を
唱
え
る
時
に
使
わ
れ
る
解
説
と
し
て
、『
造
物
主
垂
象

略
説
』
は
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び

書
目
』
に
登
場
す
るK

laproth

とSom
m

ervogel

は
ど
の
よ
う
な
人
物

で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ク
ラ
プ
ロ
ー
トK

laproth

に
つ
い
て
は
『
岩
波　

世
界
人
名
大
辞
典
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
第
一
分
冊
に
、「
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト　

K
laproth, H

einrich Julius 

一
七
八
三
．
一
〇
一
一
〜
一
八
三
五
．
八
．

二
八
」（
八
一
三
頁
）と
い
う
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、ク
ラ
プ
ロ
ー

ト
は
ド
イ
ツ
の
東
洋
学
の
研
究
者
で
、
ド
レ
ス
デ
ン
大
学
の
学
生
時
代
に

《A
siatisches M

agazin

》
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
の
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
外
国
人
の
会
員
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
で
は
カ
フ
カ
ー
ス
地
方
を
実

地
に
調
べ
て
、《R

eise in den K
aukasus und nach G

eorgien in den 

Jahren1807 und 1808

》
二
巻
に
結
実
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
を
離
れ
た
後
に
、

パ
リ
に
移
り
住
ん
だ
。
著
作
と
し
て
は
他
に
、《A

sia polyglotta

》

（
一
八
二
三
年
）
や
《M

em
oi res re latifs à I’A

sie

》（
一
八
二
四
年
│

二
八
年
）
等
が
あ
る
。
ま
だ
、
漂
流
民
の
大
黒
屋
光
太
夫
の
同
行
者
の
協

力
を
得
て
日
本
語
の
語
彙
集
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
（
同
頁
）。
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フ
ィ
ス
テ
ルPfi ster

は
『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中
国
イ

エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』
第
一
巻
の
「
序
」（Introduction

）
に
よ

れ
ば
、
一
八
三
三
年
に
生
ま
れ
、
一
八
六
七
年
に
来
華
し
、
一
八
九
七
年

に
世
を
去
っ
て
い
る
（X

V
II

頁
）。
彼
は
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
逝
去
二
年
前

に
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
フ
ィ
ス
テ
ル
と

ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
と
の
間
に
は
直
接
的
な
関
係
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
『
岩
波　

世
界
人
名
大
辞
典
』
に
「
つ
い
で
リ
ト
ア

ニ
ア
の
ヴ
ィ
ル
ナ
大
学
に
お
け
る
ア
ジ
ア
語
学
校
の
付
設
に
参
加
後
ロ
シ

ア
を
去
り
、
の
ち
教
授
資
格
を
得
て
パ
リ
に
定
住
、
同
地
で
没
。」（
第
一

分
冊
、
八
一
三
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
東
洋
学
者
と
し
て
著
名
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
の
パ
リ
へ
の
移
住
と
同
地
で
の
逝
去
と

が
フ
ィ
ス
テ
ル
の
時
代
に
あ
っ
て
も
な
お
フ
ラ
ン
ス
で
の
名
声
を
連
綿
と

続
か
せ
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
と
い
う
稀
代
の
東
洋
学
の

研
究
者
の
存
在
を
通
し
て
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
と

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
東
洋
学
研
究
は
国
境
の
垣
根
を
越
え
て
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

他
方
、Som

m
ervogel

に
つ
い
て
は
『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
』（
日

本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）
に
、
石
井
祥
裕
氏
執
筆
の
「
ゾ
ン

マ
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
カ
ル
ロ
ス Som

m
ervogel, C

arlos

一
八
三
四
・
一･

八

│
一
九
〇
二
・
五
・
三
」（
八
三
五
頁
）
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
ま
た
研
究

社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
三
巻
（
二
〇
〇
二
年
）
に
、
尾
原
悟
氏

執
筆
の
「
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ルSom

m
ervogel, C

arlos

（
一
八
三
四
・
一

･

八
│
一
九
〇
二
・
五
・
四
）」（
九
二
一
頁
）
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

両
者
の
記
述
に
大
き
な
差
異
は
な
い
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
司
祭
で
あ

ら
れ
る
尾
原
氏
の
執
筆
さ
れ
た
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
の
も
の
に
よ

れ
ば
、
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
「
イ
エ
ズ
ス
会
員
、
書
誌
学
者
。
フ
ラ

ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
生
ま
れ
る
。
一
八
五
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
に
入

会
し
、
一
八
六
六
年
司
祭
に
叙
階
。
一
八
六
二
年
以
来
そ
の
死
ま
で
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
機
関
誌
（Études

）
の
編
集
に
携
わ
り
、
一
八
七
二
│
八
〇

年
は
編
集
長
と
し
て
貢
献
し
た
。･･･

ま
た
、バ
ッ
カ
ー
兄
弟･･･

の
『
イ

エ
ズ
ス
会
著
作
家
叢
書
』（B

ibliothèque des écrivains de la C
om

pagnie 

de Jésus, 1853-61

）
の
編
集
に
協
力
。
兄
弟
の
死
後
は
そ
の
仕
事
を
受

け
継
ぎ
、『
イ
エ
ズ
ス
会
書
誌
』
全
九
巻
（B

ibliothèque de la 

com
pagnie de Jésus, 1890-1900

）
を
編
集
・
発
刊
し
た
。」（
同
頁
）
と

い
う
人
物
で
あ
る
。
書
誌
学
者
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。

彼
は
一
時
期
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
フ
ラ
ン
ス
管
区
長
補
佐
│
現
在
、
日
本
イ

エ
ズ
ス
会
管
区
長
補
佐
で
あ
ら
れ
る
山
岡
三
治
神
父
様
に
よ
れ
ば
、「
イ

エ
ズ
ス
会
で
は
伝
統
的
に
『
補
佐
』
はSocius

と
言
い
、
秘
書
は
別
に

存
在
し
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
す
―
の
務
め
を
な

し
た
（
同
頁
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
が
会
の
運
営
と
い
う
面
か
ら
も
重

要
な
働
き
を
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

前
掲
『
明
清
間
在
華
耶
穌
会
士
列
伝
（
一
五
五
二
―
一
七
七
三
）』
所

収
の
「
費
頼
之
神
父
伝
略
（
代
前
言
）」
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ス
テ
ル
は
ゾ

ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
等
と
親
密
な
関
係
を
持
ち
、
彼
ら
を
介
し
て
徐
家
匯

蔵
書
楼
に
価
値
あ
る
資
料
を
集
め
、
他
方
彼
ら
に
参
考
と
な
る
資
料
を
数

多
く
与
え
た
よ
う
で
あ
る
（
十
二
頁
、
十
四
頁
）。
こ
の
こ
と
か
ら
フ
ィ
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ス
テ
ル
は
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
か
ら
明
、
清
の
時
代
に
中
国
を
訪
れ
た

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
に
関
す
る
知
識
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。『
明
清
（
一
五
五
二
―
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』

第
一
巻
の
六
十
九
頁
に
記
さ
れ
た“Som

m
ervogel, Bibliothèque t.Ⅵ

, 

col.1931”
と
い
う
語
句
は
そ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
そ
し
て
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た‘ Bibliothèque’

と
い
う
文
献
は
、
前

掲
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
三
巻
の
「
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ
ル
」
と

い
う
項
目
の
中
に
挙
げ
ら
れ
た
二
つ
の
書
物
の
う
ち
ゾ
ン
メ
ル
フ
ォ
ー
ゲ

ル
が
編
集
者
と
し
て
世
に
送
っ
た
『
イ
エ
ズ
ス
会
書
誌
』（Bibliothèque 

de la C
om

pagnie de Jésus

）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

以
上
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
作
者
を
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ロ
ー
シ
ャ

と
す
る
徐
宗
澤
の
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
と
徐
宗
澤
が
『
訳
著

提
要
』
作
成
の
上
で
依
拠
し
た
と
さ
れ
る
フ
ィ
ス
テ
ル
の
『
明
清
（
一
五
五
二

―
一
七
七
七
）
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
士
列
伝
及
び
書
目
』
の
記
述
に
つ
い
て
極

め
て
不
完
全
な
が
ら
追
い
か
け
て
み
た
。

次
に
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
作
者
を
徐
光
啓
と
見
な
す
立
場
の
も
の

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

朱
維
錚
、
李
天
綱
主
編
に
な
る
『
徐
光
啓
全
集
』
全
十
冊
が
二
〇
一
〇

年
に
上
海
古
籍
出
版
社
と
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
の
第
九
冊
の
李
天
綱
編
『
徐
光
啓
詩
文
集
』
の
中
に
『
造

物
主
垂
象
略
説
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
三
八
〇
│
三
八
五
頁
）

そ
の
文
章
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
造
物
主
垂
象
畧
説
」
と
い
う
題
名

の
下
に
「
①
」
と
い
う
注
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
（
三
八
五
頁
）。
同
頁

末
尾
の
そ
の
注
に
は
、「
増
訂
者
按
‥
據
巴
黎
法
國
國
家
圖
書
館
藏
刻
本
、

轉
見
於
《
天
主
教
東
傳
文
獻
》（
三
編
）、
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
七
二
年
。

本
文
提
到
『
天
主
降
生
於
一
千
六
百
一
十
五
年
之
前
』、
寫
作
之
年
應
即

爲
一
六
一
五
年
。本
文
歷
次
徐
光
啓
集
未

收
録
、考
證
參
見
李
天
綱《〈
造

物
主
垂
像
略
説
〉
校
釋
》、載
《
跨
文
化
的
詮
釋
‥
經
學
和
神
學
的
相
遇
》、

新
星
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。」
と
あ
る
。
こ
の
注
に
よ
れ
ば
、『
徐
光
啓

全
集
』
第
九
冊
所
収
の
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
文
章
は
パ
リ
国
立
図
書

館
所
収
本
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

更
に
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
、『
天
主
敎
東
傳
文
獻
三
編
』
第
二
冊
（
臺

灣
學
生
書
局
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
四
七
頁
│
五
六
四
頁
）。

一
九
八
四
年
に
再
版
さ
れ
た
『
東
傳
文
獻
三
編
』
の
第
六
冊
に
附
さ
れ
た

奥
付
に
は
、「
梵
諦
岡
敎
廷
圖
書
館
藏
本
」
と
あ
る
。
全
六
冊
の
影
印
は

す
べ
て
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
果
た
し
て
第
一
冊
の
冒
頭
の
頁
に
は
蔵
書
印
と
思
し
き
も
の
が
載
っ

て
い
て
、
ロ
ー
マ
字
で
、‘B

IB
LIO

TEC
A

  A
PO

STO
LIC

A
 VATIC

A
N

A
’

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
内
に
あ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最

も
重
要
な
図
書
館
の
一
つ
。
特
に
写
本
類
の
収
集
で
知
ら
れ
る
。」（
尾
原

悟
「
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
一

巻
、
五
八
九
頁
）
と
こ
ろ
の
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
（B

iblioteca 

Vaticana
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

『
造
物
主
垂
象
畧
説
』
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
東
傳
文
獻
三
編
』
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第
二
冊
の
五
四
七
頁
は
同
書
の
前
表
紙
の
影
印
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
左
側

に
「
造
物
主
垂

畧
説
」
と
書
か
れ
た
題
簽
と
思
わ
れ
る
も
の
が
写
っ
て

い
る
。
そ
の
右
側
に
は
筆
記
体
の
ロ
ー
マ
字
で‘B

orgia･･･’

と
あ
り
、

そ
の
下
に
数
字
で
三
三
四
、（
二
一
）
と
あ
る
（
同
頁
）。

ペ
リ
オ
（Paul Pelliot

）
編
、
高
田
時
雄
校
訂
・
補
編
、
郭
可
訳
『
梵

蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
の
「
目
錄
」

に
は
、‘2. B

orgia C
inese’

と
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
頁
の
見
出
し
は
、“2. 

FO
N

D
S B

O
R

G
IA

 C
H

IN
O

IS　
 

（B
O

R
G

IA
 C

IN
ESE

）　

手
寫
本
與
刻

印
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
手
寫
本
與
刻
印
本
」
の
部
分
は
原

書
のInventaire som

m
aire des m

anuscrits et im
prim

és chinois de la 

Bibliothèque Vaticane, a posthum
ous w

ork by Paul Peliot,R
evised 

and edited by TA
K

ATA
 Tokio

（Istituto Italiano di C
ultura,Scuola di 

Studi sull’A
sia O

rientale, K
yoto, 1995

）
で
は
、“M

A
N

U
SC

R
ITS ET 

IM
PR

IM
ES”

（
七
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
の

中
に
は
「
ボ
ル
ジ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
言
う
べ
き
蔵
書
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
手
稿
本
や
写
本
並
び
に
刊
本
の
類
の
漢
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
梵
蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
録
』
に
は
三
種
の
『
造
物
主
垂
象
略
説
』

が
載
っ
て
い
る
。そ
の
う
ち
の
二
部
は‘2.B

orgia C
inese’（

二
十
七
頁
）に
、

ま
た
残
り
の
一
部
は‘8.R

accolta G
enerale O

riente’

（
七
十
七
頁
）│「
一

般
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
東
洋
」
の
意
か
│
に
書
誌
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

前
者
の
二
つ
の
う
ち
の
一
つ
は‘B

orgia C
inese’

の
三
三
四
の
第

二
十
一
番
に
、「“ Zaow

uzhu chuixiang lüeshuo

《
造
物
主
垂
象
略
説
》

‥
造
物
主
圖
像
簡
單
描
述
。
八
頁
。
巻
首
云
‥
吳
淞
徐
光
啓
梓
。
篇
末
是

楊
廷
筠
的
長
篇
後
記
。」（
四
十
五
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
も
う
一
つ
は
そ
の

次
の
第
二
十
二
番
に
、「
同
一
作
品
、七
頁
、篇
末
是
楊
廷
筠
的
後
記
。」（
同

頁
）
と
あ
る
。
そ
し
て
後
者
は‘R

accolta G
enerale O

riente’

の
二
二
一

の
第
六
番
に
、「Tianzhu shengxiang lüeshuo

《
天
主
聖
像
略
説
》（
封

面
上
題
名
）。
章
節
前
的
題
目
是Zaow

uzhu chuixiang lüeshuo

《
造
物

主
垂
象
略
説
》。
吳
淞
徐
光
啓
著
、
篇
末
是
楊
廷
筠
的
按
語
。
参
見

B
orgia. N

゜334-21゜
。」（
一
〇
五
頁
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
三
部
は
い
ず
れ
も
体
裁
を
異
に
し
て
い
る
。
第
一
の
『
造
物
主

垂
象
略
説
』
に
は
後
ろ
に
楊
廷
筠
の
文
章
が
附
さ
れ
て
お
り
、
第
二
の
も

の
は
第
一
の
も
の
と
本
文
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
後
ろ
に
楊
廷
筠
の
文

章
は
な
い
。
そ
し
て
第
三
の
も
の
は
「
封
面
」
に
『
天
主
聖
像
略
説
』
と

い
う
題
名
が
あ
り
、
本
文
の
前
に
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
い
う
題
名
が

書
か
れ
、
後
ろ
に
は
楊
廷
筠
の
文
章
が
附
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
「
封
面
上
題
名
」
に
当
た
る
フ
ラ
ン

ス
語
原
文
は
、“sur le couverture”

（
前
掲Inventaire som

m
aire

、

七
十
七
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
中
国
語
訳
文
の
「
題
名
」
に
当
た
る
フ

ラ
ン
ス
語
は
な
い
。
ま
た
「
章
節
前
的
題
目
」
に
当
た
る
フ
ラ
ン
ス
語
原

文
は“Le titre en tête du chapitre”

（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
。
中
国
語

訳
は
ほ
ぼ
原
文
そ
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。

更
に
ま
た
、「
封
面
」
と
い
う
訳
語
に
当
た
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
は
、

“couverture”
で
あ
る
か
ら
、
前
表
紙
に
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
、
或
い

は
題
箋
が
貼
っ
て
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
封
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面
」
と
い
う
語
は
日
本
の
書
誌
学
で
は
長
澤
規
矩
也
編
著
『
図
書
学
辞
典
』

（
汲
古
書
院
、一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
見
返
又
は
扉
と
同
義
の
漢
語
。」

（
九
十
頁
）
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
中
国
語
で
は
『
中
日

大
辞
典
』（
大
安
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
れ
ば
、「
書
簡
・
雑
誌
・
刊
行
物

な
ど
の
お
も
て
表
紙
。」（
四
四
三
頁
）
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
前
表
紙
に
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
、

或
い
は
題
箋
が
貼
っ
て
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
同
『
目
録
』
で
は
第
一
の
も
の
の
項
目
の
箇
所
で
『
造
物
主
垂
象

略
説
』
の
内
容
に
つ
い
て
造
物
主
の
図
像
を
簡
単
に
説
明
し
た
も
の
と
し

て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
図
像
そ
の
も
の
を
中
心
に
記
述
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
な
い
。

以
上
か
ら
、『
天
主
敎
東
傳
文
獻
三
編
』
第
二
冊
所
収
の
『
造
物
主
垂

象
略
説
』
の
影
印
は
前
表
紙
に
記
さ
れ
た
手
書
き
の
文
字
と
数
字
か
ら
見

て
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
に
な
る
「
ボ
ル
ジ
ア
漢
籍
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（Fonds B

orgia C
hinois

）」
の
三
三
四
の
第
二
十
一
番
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

次
に
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
に
な
る
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
つ
い
て

見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
モ
リ
ス
・
ク
ー
ラ
ン
（M

aurice C
ourant

）

―
一
八
六
五
〜
一
九
三
五
。
リ
ヨ
ン
大
学
教
授
。
外
交
官
の
立
場
で
ア
ジ

ア
東
部
を
訪
れ
た
（
村
山
正
雄
「
ク
ー
ラ
ン
」
平
凡
社
『
ア
ジ
ア
歴
史
事

典
』
第
三
巻
、
六
十
五
頁
）
―
の
『
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
漢
籍
解
題
目

録
』（C

atalogue des Lirres chinois, coréens, japonais, etc. Paris, 

1912

）
の
復
刻
版
（
科
学
書
院
、
一
九
九
三
年
）
の
【
本
篇
】
に
收
め
ら

れ
た
『
目
録
』
の
第
八
冊
（huitiém

 fascicule

）
の
第
十
八
章
は
「
カ
ト

リ
ッ
ク
」（C
atholicism

e

）と
な
っ
て
い
る（
一
三
四
五
頁
│
一
五
三
二
頁
）

こ
こ
に
は
全
部
で
七
部
の
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
も
の
は
六
六
九
〇
の
『
天
主
聖
像
略
說
』（
一
三
四
五
頁
）、
第
二

の
も
の
は
六
六
九
一
の
Ⅰ
の
『
天
主
聖
像
略
說
』（
同
頁
）、
第
三
の
も
の

は
六
六
九
二
の
Ⅰ
の
『
天
主
聖
像
略
說
』（
一
三
四
六
頁
）、
第
四
の
も
の

は
六
九
一
五
の
Ⅳ
の
『
造
物
主
垂
象
略
說
』（
一
三
八
二
頁
）、
第
五
の
も

の
は
六
九
一
六
の
Ⅳ
の
『
造
物
主
垂
象
略
說
』（
一
三
八
三
頁
）
第
六
の

も
の
は
七
一
五
〇
の
Ⅲ
の
『
造
物
主
垂
像
畧
說
』（
一
四
二
五
頁
）、
そ
し

て
第
七
の
も
の
は
七
一
七
四
の
XX
の『
造
物
主
垂
象
略
說
』（
一
四
三
二
頁
）

で
あ
る
―
以
上
は
『
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
漢
籍
解
題
目
録
（
補
遺
篇
Ⅰ
）　

解
説
・
一
覧
表
』（
科
学
書
院
、
八
〇
七
頁
、
八
〇
八
頁
、
八
六
〇
頁
）

に
拠
っ
た
。

以
下
に
『
目
録
』
に
書
か
れ
た
こ
れ
ら
七
部
の
も
の
の
書
誌
情
報
に
つ

い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
の
六
六
九
〇
は
、“V

ie abrégée de N
otre Seigneur. Par Siu 

K
oang-khi Tseu-si-en, docteur en 1604(

1633); texte en langue 

vulgaire.N
ote fi nale par Yang Thing-yun,de O

ou-lin (cf. n゜ 1097). 8 

feuillets.  G
rand in-8. I vol. cartonnage (provenant de la Société de 

Jésus) Fourm
ont 261. ”(p.1345)

と
あ
る
。

こ
れ
は
大
略
次
の
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。す
な
わ
ち
、

「
主
イ
エ
ス
の
生
涯
を
簡
略
に
説
明
し
た
も
の
。
著
者
は
徐
光
啓
（
字
は

子
先
。
一
六
〇
四
年
の
進
士
。
一
六
三
三
年
に
帰
天
―
字
に
つ
い
て
は
王
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重
民
『
徐
光
啓
』〔
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
一
頁
〕
に
よ
っ

て
確
か
め
た
）。
原
文
は
俗
語
体
。
武
林
の
楊
廷
筠
に
よ
る
注
解
が
付
く
。

八
葉
。
一
〇
九
七
の
『
楊
淇
園
先
生
超
性
事
蹟
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一

巻
。
フ
ー
ル
モ
ン
│Fourm

ont, Étienne

。　
﹇
ラ
﹈Stephanus

一
六
八
三
．
六
．
二
三
〜
一
七
四
五
．
一
二
．
一
八
。
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋

学
者
」〔『
岩
波　

世
界
人
名
大
辞
典
』
第
二
分
冊
、
二
四
五
九
頁
。
ま
た

石
田
幹
之
助
『
歐
人
の

那
硏
究
』
共
立
社
、
一
九
三
二
年
、
二
二
〇
頁

―
二
二
三
頁
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。〕
―
の
二
六
一
番
―
こ
れ
は
『
中

國

官

話

』（Linguae Sinarum
 M

andarinicae hieroglyphicae 

G
ram

m
atica duplex, Latinè, &

 cum
 C

haracteribus Sinensium
, 1742

）

（
同
書
、
二
二
一
頁
―
二
二
二
頁
―
『「
歐
米
・
ロ
シ
ア
・
日
本
に
お
け
る

中
國
研
究
」
総
合
索
引
』
科
学
書
院
、
一
九
九
七
年
、
一
二
一
頁
）
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
所
蔵
本
の
四
六
三
頁
―

四
六
四
頁
に
記
述
が
あ
っ
た
―
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
六
六
九
一
の
Ⅰ
は
、“D

ouble.”(p.1345)

と
の
み
あ
る
。『
パ

リ
国
立
図
書
館
所
蔵
漢
籍
解
題
目
録
（
補
遺
篇
Ⅰ
）』（
科
学
書
院
、

一
九
九
四
年
）の
坂
田
祥
伸「
解
説
」の
後
の「
凡
例
」に
よ
れ
ば
、「D

ouble

　

と
は
、
同
一
の
書
籍
を
指
す
」（
一
頁
）
と
あ
っ
た
。

第
三
の
六
六
九
二
の
Ⅰ
は
Ⅱ
と
と
も
に
、“D

ouble du n˚ précédent.”

（p. 1346

）と
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
六
六
九
一
の
Ⅰ
と「
同
一
の
書
籍
」

で
あ
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
は
『
造
物
主
垂
象
略
說
』
と
い
う
題
名
の
下
に

更
に
『
天
主
聖
像
略
説
』
と
い
う
題
名
が
記
さ
れ
た
後
に
、
そ
こ
に
は
、

“Traité sur l’im
age du C

réateur. A
ttribue au P. da R

ocha, non daté. 

C
ordier, Im

prim
erie sino-européenne 247. 7 feuillets. C

aractères du 

genre cursif.”(p.1382)

と
あ
る
。

こ
れ
は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、「
造
物
主
の
聖
画
像
に
関
す
る
概
論
。
著
者
は
ロ
ー
シ
ャ
に
帰
せ

ら
れ
て
い
る
。
執
筆
の
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ル
デ
ィ
エ
―

「
一
八
四
九
〜
一
九
二
五
。
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
。
…
書
誌
学
、
外
交

史
や
東
洋
交
渉
史
の
諸
領
域
に
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。」（
山
本
達
郎「
コ

ル
デ
ィ
エ
」
平
凡
社
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
第
三
巻
、
四
三
七
頁
）。
他

に
礪
波
護
「
コ
ル
デ
ィ
エ
」
大
修
館
『
東
洋
学
の
系
譜
﹇
欧
米
篇
﹈』

五
十
九
頁
―
六
十
九
頁
に
詳
し
い
―
の
『
十
七
・
十
八
世
紀
支
那
吉
利
支

丹
版
考
』（L’im

 prim
erie sino-européenne en C

hine : bibliographie 

des ouvrages publiés en C
hine par les Européens au XVII e et au XVIII e 

siècle

―
前
掲
『
総
合
索
引
』、
九
十
四
頁
）
第
二
四
七
番
。
草
書
体
（
？
）

（C
aractères du genre cursif

）。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
五
の
六
九
一
六
の
Ⅳ
は
、“D

ouble du n

° précédent, art. Ⅳ
”

（p. 

1383

）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
六
九
一
六
の
Ⅳ
は
六
九
一
五
の
Ⅳ
と
「
同
一

の
書
籍
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
六
の
七
一
五
〇
の
Ⅲ
は
、“Traité sur I’im

age du C
réateur. 

Feuillets 119 à 124. N

゜ 6915, art. IV. Petit in-8. M
anusrit. I vol. 

cartonnage. N
ouveau fonds 3109.”(p.1425)

と
あ
る
。

こ
れ
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、「
造
物
主
の
聖
画
像
に
関
す
る
概
論
。
一
一
九
葉
〜
一
二
四
葉
。
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六
九
一
五
の
Ⅳ
。
写
本
。
一
巻
。『
新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
三
一
〇
九
。」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

第
七
の
七
一
七
四
の
XX
は
、“T

raité sur I’im
age du Créateur. 

Feuillets 82 à 89, N

゜ 6915, art.Ⅳ
.”

（p. 1433

）と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
造

物
主
の
聖
画
像
に
関
す
る
概
論
。
八
二
葉
〜
八
十
九
葉
。
六
九
一
五
の
Ⅲ

に
同
じ
。」
と
い
う
内
容
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
七
部
の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
六
六
九
〇
と
六
六
九
一
の
Ⅰ
は

同
一
の
版
本
で
あ
り
、
題
名
は
『
天
主
聖
像
略
説
』
で
、
著
者
は
徐
光
啓

と
し
、
楊
廷
筠
の
注
解
が
付
い
て
い
る
。
六
九
一
五
の
Ⅳ
は
題
名
が
『
造

物
主
垂
象
略
説
』
と
『
天
主
聖
像
略
説
』
二
つ
あ
り
、
著
者
は
ロ
ー
シ
ャ

に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
。
七
一
四
九
の
Ⅲ
は
題
名
が
『
造
物
主
垂
畧
説
』
で

あ
る
。

こ
の
う
ち
の
七
一
五
〇
の
Ⅲ
は
体
裁
が
六
九
一
五
の
Ⅳ
の
『
造
物
主
垂

象
略
説
』
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
七
一
五
〇

の
Ⅰ
の
『
醒
迷
篇
』（
一
四
二
四
頁
）
と
七
一
五
〇
の
Ⅱ
の
『
徐
相
國
辨

學
奏
疏
』（
同
頁
）
と
の
合
本
で
あ
る
。
こ
の
『
醒
迷
篇
』
は
そ
の
前
の

七
一
四
九
の
『
醒
迷
篇
』
と
本
文
を
同
じ
く
し
て
い
る
（“Texte 

analogue;”p.1424

）。
七
一
四
九
に
記
さ
れ
た
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、”A

 

la fin on lit:gravé par L
o koang-phing à l’eglise K

ing-

kiao(1667).”(p.1424)

と
あ
る
よ
う
に
、
七
一
四
九
の
『
醒
迷
篇
』
は

一
六
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
六
六
七
年
は
康
熙
六
年
に

当
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
朝
が
完
全
に
滅
亡
し
、
康
熙
帝
が
清
朝
の
基

礎
固
め
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
ろ
う
か
。

従
っ
て
七
一
五
〇
の
Ⅲ
の
『
造
物
主
垂
像
畧
説
』
の
収
め
ら
れ
た

七
一
五
〇
の
Ⅰ
の
『
醒
迷
篇
』
の
出
版
も
同
時
期
、
或
い
は
同
時
期
以
降

と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
こ
の
『
造
物
主
垂
像0

畧

説
』
―
傍
点
、
訳
者
注
。
以
下
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
同
じ
―
は
『
目

録
』
の
文
字
が
誤
植
で
な
け
れ
ば
他
の
も
の
と
異
な
り
、
題
名
の
一
字
が

「
象
」
で
は
な
く
「
像
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
醒
迷
篇
』
と
『
徐

相
國
辨
學
奏
疏
』
と
合
わ
さ
っ
て
一
冊
の
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
編
集
過

程
の
中
で
起
き
た
事
象
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
校
定
の
上
で
万
全
の
精
確

さ
を
期
す
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
で
三
種
の
本
を
合
わ
せ
て
一
冊
の
本
と

し
て
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
の
切
迫
し
た
事
情
が
存
在
し
て
い
た
と

想
像
す
る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

七
一
四
九
の
『
醒
迷
篇
』
が
世
に
出
た
と
さ
れ
る
一
六
六
七
年
（
康
熙

六
年
）
の
顧
保
鵠
編
著
『
中
國
天
主
教
史
大
事
年
表
』（
光
啓
出
版
社
、

一
九
七
〇
年
）
の
箇
所
に
は
、「
帝
始
親
政　

監
禁
廣
州
之
教
士
、
計
道

明
會
士
三
人
、
方
濟
各
會
士
一
人
、
耶
穌
會
士
十
九
人
、
共
二
十
三
人
。」

（
三
十
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
六
六
七
年
は
康
熙
帝
が
親
政

を
開
始
し
た
年
で
あ
り
、
こ
の
年
に
は
広
州
で
宣
教
活
動
に
従
事
し
て
い

た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
三
名
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
一
名
、
イ
エ
ズ
ス
会
士

十
九
名
が
監
禁
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
年
表
に
よ
れ
ば
、
そ
の
三
年
前

の
一
六
六
四
年
に
は
楊
光
先
に
よ
っ
て
「
暦
獄
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
ア
ダ
ム
・
シ
ャ
ル
は
一
時
期
、
獄
に
つ
な
が
れ
た
。
翌

一
六
六
五
年
に
シ
ャ
ル
は
釈
放
さ
れ
た
が
、
各
省
に
分
散
し
て
い
た
宣
教

師
は
北
京
に
集
め
ら
れ
監
禁
さ
れ
た
後
、
広
州
に
護
送
さ
れ
、
次
の
年
の
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一
六
六
六
年
に
シ
ャ
ル
は
地
上
を
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
二
十
九
頁
―

三
十
頁
）。

中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
同
年
表
に
よ
れ
ば
、
明
朝
が
倒
壊
し
清
朝

が
成
立
し
た
後
、順
治
帝
の
時
代
（
一
六
四
四
年
〜
一
六
六
一
年
）
に
あ
っ

て
宣
教
に
お
い
て
着
実
に
前
進
し
た
観
が
あ
っ
た
（
二
十
五
頁
―
二
十
九

頁
）。
け
れ
ど
も
、
康
熙
帝
の
時
代
に
入
り
ほ
ど
な
く
し
て
後
ろ
に
押
し

戻
そ
う
と
す
る
対
抗
の
力
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
中
国
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
自
ら
の
信
ず
る
と
こ
ろ
の
内
容
を
公
に
表
明
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
正
統
性
を
名
末
清
初
の
思
想
の
座
標
軸
を
用
い
て
説
明

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
冊
の
本
と
し
て
編
集

し
出
版
さ
れ
た
も
の
が
、
七
一
五
〇
の
Ⅰ
の
『
醒
迷
篇
』
と
七
一
五
〇
の

Ⅱ
の
『
徐
相
國
辨
學
奏
疏
』
と
七
一
五
〇
の
Ⅲ
の
『
造
物
主
垂
像
畧
説
』

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
一
冊
の
本
は
清
代
中
国

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
受
容
の
思
想
史
的
意
義
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
文
献
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

た
だ
版
本
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
七
一
五
〇
の
Ⅲ
の
合

本
化
さ
れ
た
『
造
物
主
垂
像
畧
說
』
の
有
す
る
資
料
的
価
値
は
、
パ
リ
国

立
図
書
館
所
蔵
の
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
七
一
五
〇
の
Ⅲ
は
思

想
史
的
価
値
と
書
誌
学
的
価
値
が
大
き
く
埀
離
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

第
二
の
六
六
九
一
の
Ⅰ
と
第
三
の
六
六
九
二
の
Ⅰ
は
第
一
の
六
六
九
〇

と
「
同
一
の
書
籍
」
で
は
な
い
か
、
ま
た
第
五
の
六
九
一
六
の
Ⅳ
、
第
六

の
七
一
五
〇
の
Ⅲ
と
第
七
の
七
一
七
四
の
XX
は
第
四
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
と

「
同
一
の
書
籍
」
の
類
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
最
終
的
に
第
一

の
六
六
九
〇
と
第
四
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
と
比
較
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
第
一
の
六
六
九
〇
と
第
四
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
を
比
べ
て
み
る

と
、
前
者
は
作
者
が
徐
光
啓
で
あ
り
、
本
文
の
後
に
楊
廷
筠
の
文
章
が
附

せ
ら
れ
て
お
り
、
他
方
後
者
に
つ
い
て
は
作
者
は
ロ
ー
シ
ャ
に
帰
ら
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
六
九
一
五
の
Ⅳ
は
、
Ⅰ
の
『
性
靈
說
』、
Ⅱ
の
『
推
驗

正
道
論
』、Ⅴ
の
『

鸞
不

鳴
說
』、Ⅵ
の
『
靈
魂
道
體
說
』
と
Ⅶ
の
『
聖

教
規
誡
箴
賛
』
と
合
わ
さ
っ
て
一
冊
の
書
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ブ

リ
オ
（B

uglio

）
の
『
性
靈
說
』（
前
掲
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』、

一
五
四
頁
）
が
最
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
合
本
は
一
六
〇
〇

年
代
の
後
半
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
同
書
「
書
名
表
」
の
三
三
六
頁

―
三
三
九
頁
を
参
照
）。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
他
に
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館

（A
rchivum

 R
om

anum
 Societatis Iesu

）
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

A
lbert C

han, S.J.

の
著
に
な
る
『
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
漢
籍

及
び
史
料
』C

hinese books and docum
ents in the Jesuit archives in 

Rom
e- a descriptive catalogue Japonica-Sinica I-IV

）（A
n East G

ate 

B
ook, 2002

）
の
Ⅰ
の
一
四
〇
の
箇
所
（
一
八
五
頁
）
に
『
造
物
主
垂
像

略
説
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
題
名
は
『
聖
像
略

說
』、
或
い
は
『
造
物
垂
象
略
說
』
で
あ
り
、「
吳
淞
徐
光
啓

」
に
な
る

一
巻
で
あ
る
。『
造
物
垂
象
略
說
』
は
俗
語
体
で
書
か
れ
た
要
理
書

（catechism
）
で
あ
る
。
ク
ー
ラ
ン
の
目
録
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
の
箇
所
で
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は
作
者
を
ロ
ー
シ
ャ
に
帰
し
て
い
る
。
徐
光
啓
は
ロ
ー
シ
ャ
か
ら
洗
礼
を

授
け
ら
れ
、
二
人
の
間
に
は
親
交
が
続
い
た
の
で
、『
造
物
垂
象
略
說
』

は
ロ
ー
シ
ャ
が
口
述
し
た
も
の
を
、
徐
光
啓
が
筆
録
し
て
書
き
上
げ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
同
頁
）。

A
lbert C

han

の
同
書
に
は
他
に
ク
ー
ラ
ン
の
目
録
の
七
一
五
〇
の
Ⅲ

と
七
一
七
四
の
XX
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
七
一
五
〇
の
Ⅲ
に
つ
い
て
は
す

で
に
拙
文
の
中
で
取
り
上
げ
た
。
七
一
七
四
の
XX
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も

う
少
し
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。

こ
れ
は
七
一
五
〇
の
Ⅲ
と
同
様
に
編
集
に
よ
っ
て
他
の
文
章
と
合
わ

さ
っ
て
一
冊
の
本
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
他
の
文
章
と
は

七
一
七
四
の
Ⅰ
の
「
論
許
眞
君
」、
Ⅱ
の
「
論
玄
門
」（
以
上
、
同
目
録
、

一
四
三
〇
頁
）、Ⅲ
の
「
綱
目
總
論
」、Ⅳ
の
「
論
破
迷
」、Ⅴ
の
「
論
懺
悔
」、

Ⅵ
の
「
論
生
死
賞
罰
惟
一
天
主　

百
神
不
得
參
其
權
」、
Ⅶ
の
「
論
人
錯

認
蒼
天
爲
主
」、Ⅷ
の
「
論
梓
童
（sic

）
帝
君
及
三
元　

三
品
三
官
大
帝
」、

Ⅸ
の
「
論
關
雲
長
」、Ⅹ
の
「
論
輪
廻
」（
以
上
、同
目
録
、一
四
三
一
頁
）、

Ⅺ
の
「
論
巫
人
」、
Ⅻ
の
「
論
佛
種
」、
ⅩⅢ
の
「
論
老
君
行
述
」、
ⅩⅣ
の
「
論

觀
音
」、ⅩⅤ
の
「
論
眞
武
」、ⅩⅥ
の
「
論
唐
三
藏
」、ⅩⅦ
「
論
戒
殺
」、ⅩⅧ
の
「
論

人
迷
信
風
水
地
理
」、
ⅪⅩ
の
「
論
報
母
齋
」（
以
上
、
同
目
録
、
一
四
三
二

頁
）、
ⅩⅪ
の
「
論
雷
」、
ⅩⅫ
の
「
論
神
像
來
歷
」（
以
上
、
同
目
録
、

一
四
三
三
頁
）
を
指
す
。

こ
れ
ら
の
文
章
が
合
わ
さ
っ
て
一
冊
の
本
と
な
っ
た
も
の
は
全
体
と
し

て
仏
教
や
道
教
を
批
判
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
こ
こ
に
は
出
版
の
時
期
を
明
示
す
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
版

本
の
異
同
に
注
目
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
こ
の
一
冊
の
書
物
の
一
部
を
な

す
七
一
七
四
の
XX
の
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
は
出
版
の
時
期
が
明
確
で
は

な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
七
一
五
〇
の
Ⅲ
よ
り
も
資
料
と
し
て
の
取
り
扱

い
が
難
し
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
つ
い
て
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵

の
も
の
、
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
、
及
び
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会

文
書
館
所
蔵
の
も
の
を
目
録
の
面
か
ら
取
り
上
げ
た
。

作
者
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
所
蔵
の
も
の
は
い
ず
れ
も
徐
光
啓

で
あ
り
、
パ
リ
所
蔵
の
も
の
に
は
こ
れ
を
徐
光
啓
と
す
る
も
の
と
ロ
ー

シ
ャ
と
す
る
も
の
の
二
種
類
あ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
所
蔵
の
も
の
は

徐
光
啓
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
本
の
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
掲
『
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文

書
館
漢
籍
及
び
史
料
』
の
「
こ
れ
は
俗
語
体
で
書
か
れ
た
簡
明
な
要
理
書

で
あ
る
。」（“This is a sim

ple catechism
 w

ritten in the vernaculars”, 

p.185

）
と
い
う
記
述
が
的
確
に
内
容
を
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
本
は
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
と
い
う
題
名
そ
の
も
の

か
ら
、
演
繹
的
に
想
像
さ
れ
る
内
容
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。「
要
理
書
」

（catechism

）
と
い
う
捉
え
方
は
本
文
を
仔
細
に
読
ん
で
初
め
て
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
本
が
要
理
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
文
章
の
有
す
る
意
義
は
小

さ
く
は
な
い
。
果
た
し
て
、
こ
の
文
章
は
康
熙
帝
の
時
代
に
中
国
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
が
宣
教
に
お
い
て
逆
境
に
置
か
れ
た
と
き
に
弁
明
の
た
め
に
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編
集
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
冊
の
本
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
仏

教
や
道
教
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
批
判
す
る
た
め
に
編
集
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
別
の
一
冊
の
本
の
中
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
造
物

主
垂
象
略
説
』
は
短
い
文
章
な
が
ら
も
、
思
想
史
的
意
義
は
小
さ
く
な
い

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
は
ま
た
『
天
主
十
誡
解
畧
』
と
『
天
主
聖
像
略

』
と
が
合

わ
さ
っ
て
一
冊
の
書
物
の
体
を
な
す
内
閣
文
庫
所
蔵
の
本
か
ら
も
言
い
得

る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
内
閣
文
庫
本
の
場
合
は
、
最
初
に
『
天
主
十
誡

解
畧
』
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
『
天
主
聖
像
略

』
が
続
く
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
い
る
。『
天
主
聖
像
略

』
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
は
十

戒
の
教
理
（doctrine

）
と
通
底
す
る
こ
と
、
或
い
は
ま
た
そ
れ
は
『
天

主
十
誡
解
畧
』
と
内
容
的
に
照
応
す
る
こ
と
が
、
こ
の
構
成
に
よ
っ
て
示

唆
さ
れ
る
。
実
際
内
容
的
に
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
『
天
主
聖
像
略

』
は
、
そ
の
最
後
の

部
分
で
仏
教
や
道
教
を
比
例
し
て
終
わ
る
。

教
難
の
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
弁
明
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
書
物

の
中
に
、
或
い
は
ま
た
仏
教
や
道
教
の
の
思
想
を
批
判
す
る
た
め
に
編
ま

れ
た
書
物
の
中
に
「
造
物
主
垂
象
略
説
」
の
文
書
が
均
し
く
収
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
の
思
想
史
的
意
義
は
想
像
を
超
え
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

訳
者
が
そ
の
全
体
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
文

章
は
六
種
で
あ
る
。
一
つ
め
は
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本
の
影
印
、

二
つ
め
は
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
プ
リ
ン

ト
し
た
も
の
、
三
つ
め
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
本
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
よ
り
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
、
四
つ
め
は
内
閣
文
庫
所

蔵
本
を
写
真
複
写
し
た
も
の
、
五
つ
め
は
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館

よ
り
送
ら
れ
た
画
像
を
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
、
そ
し
て
六
つ
め
は
パ
リ
国

立
図
書
館
所
蔵
本
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
U
R
L
に
よ
り
プ
リ
ン
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
本
の
影
印
は
、
臺
灣
學
生
書
局
発

行
の
『
天
主
敎
東
傳
文
獻
三
編
』
第
二
冊
（
五
四
七
頁
│
五
六
四
頁
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
、‘B

orgia C
inese’

の
三
三
四
の
二
十
一

番
で
あ
る
。（
中
華
書
局『
梵
蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
録
』、四
十
五
頁
）。

前
表
紙
に
貼
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
題
簽
に
は
、「
造
物
主
垂
象
畧
説
」

と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る（
前
掲『
東
傳
文
獻
三
編
』、五
七
四
頁
）。

行
格
は
九
行
×
十
九
字
で
あ
る
。
本
文
の
最
初
に
「
造
物
主
垂
象
畧
説
」

と
い
う
題
名
が
書
か
れ
た
後
、
次
の
行
に
「

淞
徐
光
啓
述
」
と
書
か
れ

て
い
る
（
五
四
九
頁
）。「

淞
」
は
修
訂
版
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
呉
淞
」

の
項
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
川
の
名
。
太
湖
か
ら
流
れ
出
る
川
の
中
で
最

も
大
な
る
も
の
。･･･

、
松
江

0

0

・
吳
江
と
も
い
ふ
。」（
八
八
〇
頁
）
と

あ
る
。
徐
光
啓
は
梁
家
勉
編
著
『
徐
光
啓
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
）
に
よ
れ
ば
、「
四
月
二
十
四
日
（
陰
曆
三
月
十
一
日
）
生

於
南
直
隸
松
江

0

0

府
上
海
縣
。」（
三
十
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
松
江
府
の

生
ま
れ
で
あ
る
。「

淞
」
は
彼
の
出
生
の
地
で
あ
る
松
江
府
の
言
い
換

え
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
文
の
後
ろ
に
は
細
字
で
楊
廷
筠
の
文
章
が
附
さ
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れ
て
い
る
（
前
掲
『
東
傳
文
獻
三
編
』、
五
六
二
頁
│
五
六
三
頁
）。

二
つ
め
の
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
│
一

橋
大
学
図
書
館
所
蔵
に
な
る
│
か
ら
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
ク
ー
ラ
ン
の
目
録
の
六
九
一
五
の
Ⅳ
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
表
紙
に

貼
ら
れ
た
題
簽
に
は
、「
性
靈
説　

聖
教
約
徴　

正
道
論　

天
主
聖
像
畧

説　

鸞
不
並
鳴
説　

魂
道
体
説　

規
誡
箴
賛
」
と
書
い
て
あ
る
。
行

格
は
九
行
×
二
十
字
で
あ
る
。
本
文
の
最
初
に
「
造
物
主
垂
象
畧

」
と

書
か
れ
た
後
、
次
の
行
に
「
耶
穌

士
謹
述
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
全
部

で
六
葉
半
で
あ
る
。
文
字
は
極
め
て
鋭
角
的
で
あ
る
。
こ
の
文
字
に
つ
い

て
ク
ー
ラ
ン
は“C

aractéres du genre cursif. ”

（
パ
リ
漢
籍
目
録
、

一
三
八
二
頁
）
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
訳
者
は
こ
れ
を
「
草
書
体
」
と
間

に
合
わ
せ
に
訳
し
て
み
た
け
れ
ど
も
、
実
際
は
楷
書
で
あ
る
。
走
り
書
き

の
よ
う
な
類
で
は
な
い
。

こ
の
『
造
物
主
垂
象
畧

』
と
い
う
文
章
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
も
の

は
楊
廷
筠
を
作
者
と
す
る
『

鸞
不
並
鳴

』
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
行

格
は
九
行
×
二
十
字
で
あ
る
。
文
字
は
鋭
角
的
で
あ
り
、『
造
物
主
垂
象

畧

』
の
文
字
と
同
じ
外
観
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
『
造
物
主
垂
象
畧

』
と
『

鸞
不
並
鳴

』
は
体
裁
が
同
じ
で

あ
る
。
二
つ
の
文
章
は
も
と
も
と
合
わ
さ
っ
て
一
冊
の
本
と
し
て
出
版
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

三
つ
め
の
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
（Staatsbibliothek zu B

erlin

│
ユ

ル
ゲ
ン
・
ゼ
ー
フ
ェ
ル
ト
、
ル
ー
ト
ガ
ー
・
ジ
ュ
レ
著
『
ド
イ
ツ
図
書
館

入
門
│
過
去
と
未
来
へ
の
入
り
口
』〔
伊
藤
白
訳
〕
日
本
図
書
館
協
会
、

二
〇
一
一
年
、
五
十
頁
│
五
十
一
頁
）
の
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
そ
の
画
像

が
、U

R
L

のhttp://digital.staatsbibliothek-berlin.de/w
erkansicht/?PP

N
=PPN

3308101807&
PH

Y
SID

=PH
Y

S 0003

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ド
イ
ツ
在
住
の
神
言
会
士
でM

onum
enta Serica

の
編
集
責
任
者
で

あ
ら
れ
るZbigniew

神
父
様
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
を

プ
リ
ン
ト
し
た
。

表
紙
に
貼
ら
れ
た
題
簽
に
は
、「
天
主
聖
像
略

」
と
書
い
て
あ
り
、

更
に
そ
の
右
下
に
細
字
で
「
附

鸞
不
並
鳴

」
と
書
い
て
あ
る
。
行
格

は
九
行
×
十
九
字
で
あ
る
。
本
文
の
最
初
に
「
造
物
主
垂
象
畧

」
と
い

う
題
名
が
書
か
れ
た
後
、
次
の
行
に
「
耶
穌

士
謹
述
」
と
書
か
れ
て
い

る
（
五
頁
）。
全
部
で
七
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
後
に
は
細
字
で
楊

廷
筠
の
文
章
が
附
さ
れ
て
い
る
（
七
葉
裏
―
八
葉
表
）。
文
字
は
鋭
角
的

で
は
な
い
。
均
一
に
同
程
度
の
大
き
さ
が
保
た
れ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
漢

字
の
画
数
も
一
部
や
や
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
木
版
本
の
字
と
様
相
を

少
し
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
版
が
、「
比
較
的

小
資
本
で
小
部
数
を
迅
速
に
印
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
字
印
刷
」（
藤

本
幸
夫
「《
概
論
》
朝
鮮
本
と
蓬
左
文
庫
」『
日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
記

念　

豊
か
な
る
朝
鮮
王
朝
の
文
化
│
交
流
の
遺
産
│
』
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
、
二
〇
一
五
年
、
五
頁
）
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

四
つ
め
の
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
写
真
複
写
し
た
も
の
に
つ
い
て
見
る

と
、表
紙
に
は
題
簽
は
な
く
、そ
の
ま
ま
表
紙
の
上
に
左
側
に
右
か
ら
「
天

主
十
誡
觧
略
」、
そ
し
て
「
天
主
聖
像
畧
説
」
と
い
う
順
序
で
題
名
が
書
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か
れ
て
い
る
。
行
格
は
九
行
×
二
十
字
で
あ
る
。
本
文
の
最
初
に
「
天
主

聖
像
略

」
と
い
う
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
次
の
行
に
は
作
者

に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
（
一
葉
表
）。

字
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
字
は
『
天
主
十
誡
解
畧
』

の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
字
と
は
対
照
的
で
あ
る
。『
十
誡
解
畧
』
は
木

版
の
字
の
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、『
聖
像
略

』
は
規
格
化

さ
れ
た
字
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
た
。『
聖
像
略

』
も

ま
た
活
字
印
刷
の
可
能
性
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
『
聖
像

略

』
に
用
い
ら
れ
た
字
は
一
部
鋭
角
的
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら

で
も
あ
る
。

訳
者
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
二
〇
一
六
年
二
月
二
十
九
日
に
内
閣
文

庫
を
訪
れ
て
原
本
に
当
た
っ
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
り
知
り
得
た
こ
と
は
、

『
天
主
十
誡
解
畧
』
の
印
刷
に
用
い
ら
れ
た
紙
と
『
天
主
聖
像
略

』
の

印
刷
に
用
い
ら
れ
た
紙
は
同
質
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
も
と
も
と
木
版
と
活
字
で
は
圧
力
の
関
係
で
印
刷
に
用
い
ら
れ
る
紙

は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
意
外
で
あ
っ

た
。『
天
主
聖
像
略

』
が
活
字
印
刷
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

仔
細
に
見
て
み
る
と
規
格
化
さ
れ
た
同
一
の
字
と
思
っ
て
い
た
も
の
が

互
い
に
わ
ず
か
に
違
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
今
度
は
、
内
閣
文
庫

の
も
の
は
活
字
印
刷
に
似
た
木
版
印
刷
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ふ
う
に
も

思
え
て
来
た
の
で
あ
る
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
に
は
、「
天
主
降
生
于
・
・
・
年
之
前
」
と
い
う

文
句
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
本
は
「
天

主
降
生
于
一
千
六
百
一
十
五
年
之
前
」（
五
葉
表
）
と
あ
り
、
パ
リ
国
立

図
書
館
本
（
六
九
一
五
の
Ⅳ
）
は
「
天
主
降
生
于
一
千
六
百
一
十
五
年
之

前
」（
四
葉
裏
）
と
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
本
は
「
天
主
降
生
于

一
千
六
百
一
十
五
年
之
前
」（
五
葉
表
）と
あ
る
。
独
り
内
閣
文
庫
本
は「
天

主
降
生
于
一
千
六
百
一
十
九
年

0

0

0

0

0

0

0

0

之
前
」（
四
葉
裏
）
と
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
の
『
天
主
聖
像
略

』
が
金
属
活
字
で
は
な
く
、
木
活
字

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
木
活
字
の
も
の
は

金
属
活
字
の
も
の
よ
り
印
刷
時
に
か
か
る
で
あ
ろ
う
圧
力
が
軽
く
す
む
よ

う
に
感
ぜ
ら
れ
、
ま
た
活
字
印
刷
で
あ
れ
ば
部
分
的
な
字
句
の
変
更
が
木

版
印
刷
よ
り
遥
か
に
容
易
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
印
刷
史
に
通
ぜ
ぬ
訳
者
の
憶
測
の
域
を
出
る
も
の
で

は
な
い
が
、
張
秀
民
、
韓
琦
『
中
国
活
字
印
刷
史
』（
中
国
書
籍
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
第
二
章
「
明
代
木
活
字
的
発
展
与
金
属
活
字
的
盛
行
」
に

よ
れ
ば
、
明
代
に
は
木
活
字
と
金
属
活
字
に
よ
る
印
刷
が
行
な
わ
れ
、
内

閣
文
庫
本
が
出
版
さ
れ
た
地
の
福
建
で
は
双
方
が
進
展
を
見
た
よ
う
で
あ

る
（
二
十
六
頁
―
四
十
九
頁
。
特
に
、
二
十
八
頁
、
四
十
二
頁
―
四
十
五

頁
）。ま

た
、
内
閣
文
庫
本
の
場
合
、
本
文
の
出
出
し
の
部
分
が
他
と
異
な
っ

て
い
る
。

上
邉
供

的
、
是

天
主
、
即
大
西
洋
、
與
天
下
萬
國
、
所
　

斯
、

 

（
一
葉
表
）
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こ
れ
は
、「
上
に
あ
る
わ
た
し
た
ち
が
敬
い
奉
る
存
在
は
『
天
主
』
で

あ
る
。
こ
の
『
天
主
』
は
す
な
わ
ち
、
大
西
洋
の
国
々
と
世
界
の
国
々
が

‘D
eus’

と
称
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
他
の
三
種
は
い
ず
れ
も
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

造
物
主
者
西
國
所
稱

斯
此
中
譯
爲

天
主

 

（
一
葉
表
）

こ
れ
は
、「『
造
物
主
』
と
は
西
洋
の
国
で‘D

eus’

と
称
す
る
と
こ
ろ
の

も
の
で
、
中
国
語
に
訳
せ
ば
す
な
わ
ち
、『
天
主
』
で
あ
る
。」
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

両
者
の
大
き
な
違
い
は
、
内
閣
文
庫
本
で
は‘D

eus’
を
信
ず
る
主
体
が

西
洋
を
含
め
た
、
中
国
の
他
の
世
界
の
人
間
で
あ
る
に
比
し
、
他
の
三
種

は
そ
れ
が
西
洋
の
人
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
版

の
言
い
表
わ
し
方
に
神
学
的
な
考
察
の
深
ま
り
を
見
て
取
れ
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

五
つ
め
の
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
（A

rchivum
 R

om
anum

 

Societatis Iesu

）
所
蔵
本
のJaponica-Sinica I

の
第
一
四
〇
番
（
前
掲

『
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
漢
籍
及
び
史
料
』、
一
八
五
頁
）
に
つ
い

て
見
る
と
、
前
表
紙
に
は
「
聖
像
畧
說
」
と
書
か
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
、

そ
の
右
下
に
小
さ
く
「
附

鸞
說
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
行
格
は
八
行
×

十
八
字
で
あ
る
。
本
文
は
八
葉
半
で
、
後
ろ
に
細
字
で
楊
廷
筠
の
文
章
が

附
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
最
初
に
「
造
物
主
埀

畧
說
」
と
い
う
題
名
が

書
か
れ
、
次
の
行
に
「
吳
淞
徐
光
啓
述
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

六
つ
め
の
パ
リ
国
立
図
書
館
（B

ibliothèque N
ationale

）
の
所
蔵
本

漢
籍
第
六
六
九
〇
に
つ
い
て
は
そ
の
画
像
が
、
U
R
L
のhttp://

archivesetm
anuscrits. bnf. fr / cdc. htm

l

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
を
プ
リ
ン
ト
し
た
。
前
表
紙
に
は
「
天
主
聖

略
說
」
と
書
か
れ
た

題
簽
が
貼
ら
れ
、
そ
の
右
下
に
小
さ
く
『
附

鸞

』
と
書
い
て
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
『
附

鸞

』
の
上
に
縦
に
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
実
際
、

第
六
六
九
〇
に
は
『

鸞
不
並
鳴
説
』
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
行
格
は
九

行
×
十
九
字
で
あ
る
。
全
部
で
七
葉
で
あ
る
。
本
文
の
後
ろ
に
は
細
字
で

楊
廷
筠
の
文
章
が
附
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
最
初
に「
造
物
主
垂
象
略
說
」

と
い
う
題
名
が
書
か
れ
、
次
の
行
に
「

淞
徐
光
啓
述
」
と
書
か
れ
て
い

る
。以

上
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』の
六
種
の
文
章
に
つ
い
て
見
て
み
た
。ヴ
ァ

テ
ィ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
の‘B

orgia C
inese’

の
三
三
四
の
二
十
一
番
と
パ

リ
国
立
図
書
館
の
漢
籍
六
六
九
〇
番
は
版
本
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
他
の
四
種
は
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
。
作
者
を
ロ
ー
シ
ャ
と
明
記

す
る
も
の
は
な
い
。「
耶
穌

士
謹
述
」と
書
く
に
と
ど
め
て
い
る
。
他
方
、

作
者
を
徐
光
啓
と
す
る
も
の
は
「
徐
光
啓
述
」
と
し
て
い
る
。
徐
光
啓
は

こ
の
文
章
の
著
者
で
は
な
く
、
述
者
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
文
章
の
書
き
手
を
特
定
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
も
の
を
探
し
出
す
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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『
造
物
主
垂
象
畧
説
』
は
朱
維
錚
・
李
天
綱
主
編
『
徐
光
啓
全
集
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
全
十
冊
の
第
九
冊
「
徐
光
啓
詩
文
集
」

巻
九
「
雜
文
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
三
八
〇
頁
│
三
八
五
頁
）。

主
編
者
の
一
人
李
天
綱
の
「『
造
物
主
垂
象
略
説
』
校
釈
」
と
い
う
論

文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
王
重
民
『
徐
光
啓
集
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
三
年
）
と
梁
家
勉
『
徐
光
啓
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
は

収
め
ら
れ
て
い
な
い
（
李
天
綱
『
跨
文
化
的
詮
釈
‥
経
学
与
神
学
的
相
遇
』

新
星
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
五
頁
）。
し
か
し
こ
れ
は
「
可
見
確

是
一
篇
徐
光
啓
的
未
刊
佚
作
。」（
同
頁
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

徐
光
啓
の
作
に
違
い
な
い
が
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
。

何
故
収
録
さ
れ
て
い
な
い
か
と
言
え
ば
、
王
重
民
に
よ
れ
ば
、「
か
の

二
編
の
文
章
は
明
ら
か
に
劉
胤
昌
と
許
楽
善
の
作
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
ら

は
徐
光
啓
の
名
声
に
寄
り
頼
ん
で
こ
そ
広
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
、
後
人
が
偽
わ
っ
て
こ
れ
ら
の
文
章
を
徐
光
啓
の
作
と
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
国
外
に
は
明
清
の
時
代
に
編
集
出
版
さ
れ
た
『
聖
敎
規
誡

箴
贊
』
一
巻
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
同
様
に
贋
作
の
可
能
性
の
あ
る
何
篇
も

の
賛
文
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
ま
た
徐
光
啓
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
み
な
相
当
早
い
時
期
に
西
洋
の
宣
教
師
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
を
広
め
よ
う
と
し
て
徐
光
啓
の
科
学
上
の
名
誉
と
政
治
的
な
地
位
を

利
用
し
よ
う
と
意
図
と
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。」（
王
重
民
輯

校
『
徐
光
啓
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
〕
上
冊
、「
凡
例
」、

三
十
八
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
見
方
は
梁
家
勉
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。例
え
ば
、彼
の「《
新

編
徐
光
啓
集
》
縁
起
」
と
い
う
文
章
の
中
の
「
３
、
収
録
不
当
」
と
い
う

箇
所
に
、「
有
些
作
品
、
例
如
一
部
分
像
贊

0

0

、
箴
贊

0

0

等
、
内
容
無
関
要
義
、“

言
之
無
物

0

0

0

0

、
本
不
可
収
録

0

0

0

0

0

；
有
些
作
品
、
例
如
《
正
道
提
綱

0

0

0

0

》、《
与
郷

0

0

人
書

0

0

》
等
篇
、
従
文
義
上
、
文
体
上
、
作
風
上
看
、
都
不
類
主
親
筆
、
是

後
人
托
名
膺
作

0

0

0

0

0

0

、
不
応
収
録

0

0

0

0

、
但
各
本
都
濫
入
了
。」（
倪
根
金
主
編
『
梁

家
勉
農
史
文
集
』
中
国
農
業
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
四
九
八
頁
）
と
あ

る
。「
耶
穌
像
贊
」、「
聖
母
像
贊
」、「
聖
教
規
誡
箴
贊
」
は
徐
光
啓
の
作

と
す
る
だ
け
の
根
拠
が
な
く
、「
正
道
提
綱
」
と
「
与
郷
人
書
」
等
は
贋

作
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

王
重
民
の
示
し
た
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
李
天
綱
は
一
九
六
〇

年
代
の
学
術
界
は
反
帝
国
主
義
、反
侵
略
の
意
識
が
強
烈
で
あ
っ
た
の
で
、

王
重
民
に
は
徐
光
啓
が
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
る
こ
と
を
前

面
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
述

べ
る
（『
跨
文
化
的
詮
訳
』、
一
九
八
頁
）。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
李
天
綱
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
の
徐
光
啓
研

究
は
重
点
を
科
学
史
、
政
治
史
の
領
域
か
ら
文
化
史
や
宗
教
史
の
領
域
に

移
し
た
（「
增
補
説
明
」『
增
補
徐
光
啓
年
譜
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
、
四
頁
）。
こ
う
し
た
新
し
い
研
究
動
向
の
中
で
、
李
天
綱

は
徐
光
啓
が
マ
カ
オ
へ
赴
て
神
学
教
育
を
受
け
、
最
初
期
の
漢
文
の
宣
教

文
書
の
作
成
に
関
わ
っ
た
と
い
う
見
解
を
提
出
す
る
（「《
造
物
主
垂
象
略

説
》
校
釈
」『
跨
文
化
的
詮
釈
』、
一
九
七
頁
）。

一
般
的
に
徐
光
啓
の
名
が
著
訳
者
と
し
て
冠
せ
ら
れ
た
文
章
は
彼
本
人
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が
関
わ
っ
た
に
違
い
な
い（
一
九
九
頁
）。
そ
の
う
ち『
造
物
主
垂
象
略
説
』

は
、
徐
光
啓
が
実
際
に
関
わ
っ
た
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
最
初
期
の

宣
教
文
書
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
一
九
七
頁
）。
つ
ま
り
、
李
天
綱
の

論
文
の
骨
子
は
、
徐
光
啓
が
『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
作
成
に
関
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ロ
ー
シ
ャ
が
作
者
で
あ
る
可
能
性
は
取

り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

こ
こ
で
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、A

lbert C
han

の
『
ロ
ー
マ
・
イ

エ
ズ
ス
会
文
書
館
及
び
史
料
』
の
中
の
「
本
書
は
ロ
ー
シ
ャ
に
よ
っ
て
口

述
さ
れ
、徐
光
啓
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」（
一
八
五

頁
）
と
い
う
論
述
が
理
に
適
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

矢
沢
利
彦
先
生
の
ロ
ー
シ
ャ
に
つ
い
て
の
「
人
名
解
題
」
に
は
、「
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
ブ
ラ
ガ
教
区
に
生
ま
れ
、
一
五
八
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入

会
。
…
一
五
九
七
年
に
韶
州
に
派
遣
さ
れ
、
つ
い
で
一
五
九
八
年
に
南
昌

に
赴
き
、
…
一
六
〇
〇
年
南
京
に
呼
ば
れ
、
…
南
京
に
留
ま
っ
た
。
か
れ

は
こ
の
地
に
あ
っ
て
…
一
六
〇
三
年
に
は
の
ち
の
大
学
士
徐
光
啓
を
入
教

さ
せ
た
。
…
一
六
一
六
年
の
南
京
教
案
（
沈

に
よ
る
迫
害
）
の
際
に
は

江
西
省
の
建
昌
に
脱
れ
、こ
こ
に
信
徒
集
団
を
育
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

…
迫
害
が
や
み
、
か
れ
は
総
上
長
の
職
に
昇
任
し
、
…
七
年
後
に
杭
州
で

死
亡
し
た
。」（
リ
ッ
チ
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
』
大
航
海
時
代
叢

書
〔
第
Ⅱ
期
〕
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
六
〇
一
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
ロ
ー
シ
ャ
は
南
京
で
徐
光
啓
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。
ロ
ー
シ
ャ

は
徐
光
啓
の
人
生
の
転
轍
に
立
ち
会
い
そ
れ
を
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。

C
han

が
「
二
人
の
間
に
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い
友
情
（a lasting 

friendship

）
が
あ
っ
た
。」（
前
掲
書
、
一
八
五
頁
）
と
述
べ
る
所
以
で

あ
る
。

し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
例
え
ば
『
霊
言
蠡
勺
』
が
「
畢
方
濟
口
授
、
徐

光
啓
筆
録
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
場
合
も
「
羅

如
望
述
、
徐
光
啓
筆
録
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
同
書
に
は
「
徐
光
啓
述
」
と
あ
っ
て
も
、「
徐
光
啓
筆
録
」

の
よ
う
な
語
句
は
な
い
。

本
文
は
白
話
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
文
体
は‘vulgar’

と
い
う
よ
り

‘colloquial’

に
近
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も‘vulgar’

は

知
識
人
に
対
す
る
民
衆
の
言
葉
を
指
し
、
一
方‘colloquial’

は
文
語
に
対

す
る
口
語
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（c. f. C

. O
. D

., 

6th ed., p.197, p.1305

）。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
当
時
の
よ
り

広
範
な
人
々
に
分
か
り
や
す
く
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
明
末
期
の
口
語
中
国
語
の
実
相
を
伝
え
る

第
一
級
の
言
語
資
料
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

大
官
の
徐
光
啓
が
口
述
し
た
と
す
る
の
は
や
や
不
自
然
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
ロ
ー
シ
ャ
が
口
頭
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
に
作

成
し
た
も
の
を
徐
光
啓
が
読
み
、
こ
れ
を
人
々
に
推
奨
し
た
と
い
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
後
に
は
ロ
ー
シ
ャ
の
語
る
こ
と

を
聴
き
な
が
ら
、
当
時
の
標
準
的
な
白
話
に
直
す
人
た
ち
の
存
在
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
た
ち
こ
そ「
聖
職
者
お
よ
び
修
道
者
以
外
の
、

専
門
職
と
し
て
要
理
教
育
に
携
わ
る
人
々
」（
高
柳
俊
一
「
カ
テ
キ
ス
タ
」

研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
一
巻
、
一
一
一
〇
頁
）
で
あ
る
と

（17）
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こ
ろ
の
「
カ
テ
キ
ス
タ
」（catechista

）
と
呼
ば
れ
た
者
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。「
…
彼
ら
が
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
十
六
世
紀

以
後
、
宣
教
地
に
お
い
て
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
福
音
を
宣
教
す
る

た
め
に
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
赴
い
た
宣
教
師
た
ち
は
、

現
世
の
男
女
信
徒
の
な
か
か
ら
多
く
の
協
力
者
を
選
び
、彼
ら
を
養
成
し
、

信
者
共
同
体
の
指
導
要
理
教
育
な
ど
を
彼
ら
に
委
ね
た
。」（
同
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
カ
テ
キ
ス
タ
は
宣
教
師
と
共
に
宣
教
対
象
の
民
衆
の
中
に

入
っ
て
宣
教
を
推
進
す
る
重
要
な
働
き
を
し
た
の
で
あ
る
。

『
造
物
主
垂
象
略
説
』
の
作
成
に
は
宣
教
師
の
ロ
ー
シ
ャ
と
カ
ト
リ
ッ

ク
士
人
の
、
徐
光
啓
に
加
え
て
少
な
か
ら
ぬ
カ
テ
キ
ス
タ
が
関
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
作
者
を
「
耶
穌

士
」
と
す

る
版
と
「
徐
光
啓
」
と
す
る
版
が
並
存
す
る
わ
け
は
、「
耶
穌

士
」
で

も
「
徐
光
啓
」
で
も
な
い
と
こ
ろ
の
歴
史
に
名
を
残
さ
ぬ
中
国
の
市
井
の

宣
教
の
徒
が
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
続
）。

　

付
記
一

フ
ィ
ス
テ
ル
の
著
書
の
中
に
出
て
来
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
つ
い
て
オ
ブ

レ
ー
ト
会
の
ジ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ウ
ド G

enivaldo 

神
父
様
か
ら
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
他
、
ク
ー
ラ
ン
の
目
録
に
つ
い
て
も
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、M

onum
enta Serica

の
編
集
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
神
言
会
の 

Zbigniew
 

神
父
様
に
は
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
造

物
主
垂
象
略
説
」
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
の
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ
ス
会
文
書
館
のG

onzález

神
父
様
と
職
員

のM
auro B

runello

さ
ん
に
は
資
料
の
画
像
の
送
付
の
件
で
一
方
な
ら
ぬ

お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
愛
知
大
学
名
古
屋
図
書
館
の
職
員
の
方
に
は
パ
リ
国
立
図
書
館

所
蔵
の
漢
籍
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
な
ど
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

付
記
二

一
橋
大
学
図
書
館
に
は
「
明
清
期
天
主
教
文
献
」
と
い
う
名
前
で
パ
リ

国
立
図
書
館
所
蔵
の
漢
籍
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

受
け
入
れ
の
一
連
の
手
続
に
は
職
員
の
故
諸
澤
菊
雄
氏
が
随
分
と
労
を
取

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
こ
の
資
料
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感

謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
四
月
の
最
初
の
頃
、
民
衆
思
想
史
研
究
の
安
丸
良
夫
先
生
が
旅
立

た
れ
た
。
演
習
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。
思
想
史
研
究

の
方
法
に
つ
い
て
啓
発
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
今
に
至
る
ま
で
大
な
る
も

の
が
あ
る
。
満
腔
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

追
記
一

ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
に
つ
い
て
は
高
田
時
雑
「
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
」（『
東
洋
学

の
系
譜　

欧
米
篇
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
十
三
頁
―

三
十
五
頁
）に
詳
細
な
評
伝
が
あ
っ
た
。
評
伝
に
言
及
し
て
あ
る（
三
十
五

頁
）
ヴ
ァ
ル
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
はH

artm
ut W

alravens, 

Julius K
laproth (1783-1835)  Leben und w

erk, H
arrassow

itz, 1999

及

（18）
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びJulius K
laproth (1783-1835)  Briefe und D

okum
ente, H

arasso 

-w
itz W

erlag, 1999

の
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
一
三
六
頁
に
は

「
天
主
聖
像
略
説
」
と
い
う
漢
文
が
手
紙
に
出
現
す
る
。
該
当
す
る
前
後

の
箇
所
の
独
文
に
つ
き
神
言
会
のZbigniew

神
父
様
に
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
。
た
だ
内
容
は
拙
文
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
ま
た
評
伝
に
挙
げ
ら
れ
た
石
田
幹
之
助
『
歐
人
の
支
那
硏

究
』（
共
立
社
、
一
九
三
二
年
）
の
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
に
関
す
る
箇
所
は

二
四
四
頁
―
二
六
二
頁
で
あ
っ
た
。
高
田
氏
の
評
伝
に
は
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。）

　

追
記
二

拙
文
を
書
き
終
え
る
前
日
の
四
月
二
十
九
日
にA

d D
udink

氏
の
論
文

“The Im
age of X

u G
uangqi as A

uthor of C
hristian Texts” ( Statecraft 

&
 intellectual renew

al in late M
ing C

hina-the cross-cultural synthesis 

of Xu G
uangqi (1562-1633), B

rill, 2001年
, p. 99-p. 152)

の
一
部
に
目

を
通
し
、
そ
の
高
度
な
中
味
に
息
を
呑
み
圧
倒
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
拙

文
の
問
い
へ
の
答
え
と
も
い
う
べ
き
内
容
で
あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
全
体
に
目
を
通
し
、
そ
の
感
を
深
く
し
た
。
許
さ
れ
れ
ば
、
次

の
機
会
にD

udink

氏
の
論
文
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う

（
八
月
九
日
）。

（19）
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